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中
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評
価
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本
校
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文
部
科

学
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近
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本
校
は
、
台
湾
の
成
功
大

学
と
建
国
高
級
中
学
校
と
連

鹿児島大学での実験の様子

イオンモール鹿児島での実験教室の様子（地域活動）

１年生　テーマをつかむ
先輩からのアドバイス講座を設けています。
本校は今年度で15 年目を迎える SSH 校と
して、卒業した先輩方に講演をしていただい
ています。昨年は、JX 喜入石油基地株式会
社の社員、筑波大学理工学群工学システムの
大学院生を招き、講演をしていただきました。 先輩からのアドバイス講座

２年生　テーマを深める
生徒が身近な疑問から地球規模の社会問題
まで、主体的・自主的に問題を発見し、大学・
企業等の支援を受けながら、論理的・科学
的に考え、課題を解決する探究的な活動を
行っています。
【連携先】・鹿児島大学・平川動物公園　等 アマミノクロウサギ班（平川動物公園）

３年生　テーマを広げる
２年次の課題研究を論文にまとめ、大会等で発表をし
ています。大会発表として、スーパーサイエンスハイス
クール生徒研究発表会（神戸）・中国四国九州地区理
数科高等学校課題研究発表大会・サイエンスインター
ハイ＠SOJO、グローバルサイエンティストアワード“夢
の翼”等で例年発表をし、数々の賞を受賞しています。 中国四国九州理数科研究発表大会


